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ウィチョールの民芸品販売にみる狩猟採集民的特質＊
山　森　靖　人
要　旨
　本稿は『関西外国語大学研究論集』第101号に掲載された「ウィチョール族民芸品販売の現状
と問題」の続編である。先の拙稿では、 1 ）ウィチョールの民芸品販売がメキシコ各地に拡散し
ていること、 2 ）その拡散は非ウィチョールが主導していること、 3 ）ウィチョールによる民芸
品販売は主に彼らの居住地に隣接する都市部や首都に展開する屋台や民芸品市場に限定されるこ
と、 4 ）民芸品販売がウィチョールの生業になり得ないことを考察した。
　ウィチョールの「伝統的」な生業はとうもろこしの農耕である。しかし、ナヤリ山地に定住す
る以前、彼らは農耕民ではなく、狩猟採集民であったと推測されている。この生業の変化を踏ま
えて、ウィチョールの民芸品販売に潜む狩猟採集民的な特質を解明し、貨幣経済に順応するため
の民芸品販売が、彼らの生業となり得ない理由を議論する。
キーワード：メキシコ先住民、ウィチョール、民芸品、生業、近代化
1 ．問題提起
　1960年代、ウィチョールの民芸品に表現されるサイケデリックな世界観が注目され、その独
自性や芸術性が広く認知されることになった。その後、ウィチョール社会の近代化と共に、民
芸品の製作販売が彼らの新たな現金収入源へと成長した。現在、メキシコ各地の観光地でウィ
チョールの民芸品が販売されており、民芸品の製作販売が、彼らの重要な現金収入源として確
立されたような印象を受ける（Fresán Jiménez 17; Neurath 2003:11）。
　その現状を理解するため、本稿に先立つ拙稿において、民芸品の製作販売がウィチョール社
会に十分な現金収入をもたらす可能性、さらに、それが外部社会に対してウィチョール文化の
可能性を提示し得る可能性（松井 4）、について考察した。そこでの結論は、民芸品製作販売
は大きな現金収入源となり得ておらず、今後の可能性も極めて低いというものであった（山
森）。では、なぜ民芸品製作販売はウィチョールの生業となり得ないのか。本稿では、その問
題点を、ウィチョールによる民芸品販売の形態と彼らの生活様式にみられる狩猟採集的な特質
に着目して考察する。
　なお、ウィチョールの民芸品販売についての情報は、その現場における参与観察や当事者へ
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のインタビューを基本とした文化人類学的なフィールドワークによって収集した。調査地と調
査年月は後述の表 1 に記載した。
2 ．ウィチョールの民芸品
　メキシコ先住民ウィチョールは 1 ）、西シエラ・マドレ山脈、ナヤリ山地内にある先住民共同
体に居住する 2 ）。2005年の統計資料によると、ウィチョールの人口は46,379人（CDI 17）。そ
の多くが共同体内で暮らすが、ウィチョール社会のグローバル化に伴い、共同体外への人口流
出が急速に進んでいる。
　彼らの生活は、共同体での農耕と牧畜による自給自足を基本としてきた。しかし、経済活動
の多様化に伴い、その重要性は徐々に低下している（Weigand 1978:109）。共同体への貨幣経
済の流入により、現金を得るための「仕事」への依存度が高まり、出稼ぎ、さらに近年は、毛
糸絵（cuadro de estambre）やビーズ細工など、民芸品の製作販売に従事する者が増えている。 
　毛糸絵は呪物ニエリカ（nierika）から発展した民芸品だと考えられている 3 ）。その製作が盛
んになったのは、メキシコシティにポピュラーアート産業博物館（Museo de Artes e 
Industrias Populares）が設立された1953年頃のことであった 4 ）。その同時期、ウィチョール
のシャーマン、ラモン・メディナ・シルバ（Ramón Medina Silva）が、ハリスコ州サポパン
大聖堂のフランシスコ会神父エルネスト・ロエラ・オチョア（Ernesto Loera Ochoa）の助言
を受けて、彼らの神話世界や世界観を毛糸絵として描くことを始める 5 ）。このシャーマンの手
により、それまでごくシンプルな図柄だった毛糸絵が、より複雑でサイケデリックなものへと
発展した（Kindl y Neurath 443）。毛糸絵はウィチョールの民芸品として広く認知され、そ
の独自性が認められたが、芸術作品として販売される傾向が強く、やがて民芸品としての販売
量は減少した。現在、民芸品としてより多く製作販売されるのはビーズ細工である 6 ）。
　ウィチョールのビーズ細工は、イヤリングやネックレス、ブレスレットなどの装身具と、四
角い木の板やひょうたんの器、あるいは仮面や動物の像に蜜蝋を塗り、そこにビーズを貼りつ
けて絵や模様を描いたものに大別される。ビーズ細工の装身具については、1888年の報告で
ウィチョールの女性たちがビーズのイヤリングやブレスレットなどを身につけていたことが記
録されている（Castelló Yturbide y Mapelli Mozzi 54）。木の板にビーズを貼り付けて作る民
芸品は、毛糸絵から発展したものだと考えられ、同様に、ひょうたんの器のビーズ細工は、
ひょうたんや土で作った器状の呪物ヒカラ（jícara）から発展したものである 7 ）。動物の像に
ビーズを貼り付けるビーズ細工は、ジャガーの頭の像に彩色や飾り付けするゲレロ州の民芸品
の影響を受けたものだと考えられている（Barajas Zendejas 121; Rajsbaum Gorodezki 72）。
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3 ．ウィチョールの生活様式
　本題に入る前に、ウィチョールの生活様式と彼らの起源について整理しておきたい。
　既に述べたように、彼らの生活は、共同体にて実践する農耕と牧畜による自給自足が基本で
ある。雨期（ 4 月頃～ 9 月頃）、ウィチョールの人びとは、共同体内に点在する小集落
（ranchería）に散開し、家族や親族単位で生活する。小集落周辺の山の斜面にコアミル
（coamil）と呼ばれる焼畑を作り、とうもろこしやフリホール豆、かぼちゃなどを耕作する。
さらに、牛を中心とした牧畜も行い、かつては家畜の所有が富の象徴となっていた（Nahmad 
Sittón 153）。
　農閑期にあたる乾期（10月頃～ 3 月頃）、人々は小集落を離れ、共同体の首村に集住する。
小集落と首村の両方に住居を構える者が多く、雨期と乾期の変化にあわせて移動し、生活場所
を変えるのである。多くの人びとが首村に参集する乾期には、共同体規模での行事や儀礼が執
り行われる。その一方、太平洋岸のたばこ農園などへ出稼ぎに出る者も多い 8 ）。主な出稼ぎ先
は、ナヤリ州やハリスコ州、サカテカス州の農場で、出稼ぎに出る者のおよそ 6 割は太平洋岸
へ出向き、たばこ農場などで季節労働者として働く（Barrera Rodríguez 229）、あるいはグア
ダラハラやサカテカス、メキシコシティなどの大都市部で肉体労働に従事する場合もある。こ
れらの出稼ぎについても家族単位あるいは個人で実施される。
　すなわち、共同体を形成して暮らすウィチョールではあるが、農耕や牧畜などの生業、さら
には現金収入を得るための出稼ぎも、基本的に家族や親族などごく小さな集団で実践し、共同
体としてのまとまりは希薄である。また、彼らが実践する儀礼についても、黒田は「ウィチョ
ルが個人や家族を中心にした儀礼に固執する（後略）」と述べる（232）。乾期におけるペヨー
テ巡礼や役職者交代（ 1 月）、聖週間（ 3 ～ 4 月）などは共同体規模で実施されるが、その他
の多くの儀礼、例えば農繁期に実施される農耕儀礼は、小集落単位、あるいは家族や近親者同
士の集団によって執り行われる 9 ）。
　では、なぜウィチョールは家族や親族単位を基本とした生活様式を好むのであろうか。その
理由は、彼らの祖先を知ることで明らかになる。
　ウィチョールの起源については次の 4 つの説がみられる。 1 つめは、西シエラ・マドレ山脈
の東方にいた狩猟採集民が同山脈に移動したと考える説である10）。ウト・アステカ（uto-
azteca）語族に属するとされるこの狩猟採集民はチチメカ（chichimeca）と総称され、特にそ
の一派であるテオ・チチメカ（teo-chicimeca）あるいはグァチチル（guachichíl）が、ウィ
チョールの祖先であると説明されることが多い11）。同じくチチメカ起源説であるが、起源地を
ピンポイントに特定するものとして、ペヨーテ巡礼の聖地ウィリクタ（Wirikuta）周辺から西
シエラ・マドレ山脈に移動したと考える説がある12）。聖地ウィリクタは、サン・ルイス・ポト
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シ州の砂漠地帯にあり、そこは正しくかつてチチメカが暮らしていた場所であった。
　 2 つめは、ウィチョールが伝える神話を根拠として、南方に起源地を求める説である。この
説について、ルムホルツ（Lumholtz）が次のような記述を残している。
彼らの伝承によると、ウィチョールは南からやってきた。彼らは北の方向にさまよい地中
に消えた。そしてヒクリ（híkuri）の地で再び現れた。そこはメキシコ中央高原で、現在
の彼らの居住地の東にある（筆者訳）（vol.2:23）。
　ヒクリとはペヨーテのことで、「ヒクリの地」とは、すなわちウィチョールがペヨーテ巡礼
で向かう聖地ウィリクタを指すものと解釈できる。つまりこの説は、 1 つめの説より古い時代
の起源を説明するものだと言える。さらに、太平洋岸の聖地ハラマラ（Haramara）から誕生
した神が聖地ウィリクタへと移動したという神話を頼りに、ウィチョールの起源地を太平洋岸
に求める説がある13）。この 3 つめの説も、砂漠地帯に到着する以前の起源を説明するものであ
る。
　 4 つめとして、もともと西シエラ・マドレ山脈に暮らしていたと考える説がみられる。ウェ
イガンド（Weigand）は、考古学調査によって同山脈内で西暦200年頃から文化が発達した形
跡が発見されたことを指摘し（1992:131）、ウィチョールの祖先は、同地域の太平洋岸に近い
テクアル（Tecual）地方に暮らしていた住民、および、山脈を縦走するチャパラガナ
（Chapalagana）川流域南部の住民、同河川北部の住民、同河川東部とボラーニョス（Bolaños）
谷の住民であると考えた（同 :155）。
　結局、以上 4 つの説は、西シエラ・マドレ山脈の東方の砂漠地帯に暮らしていた狩猟採集民
（すなわちチチメカ）がウィチョールの起源であるとする説、あるいは、同山脈内で暮らして
いた人々が彼らの起源であるとする説の 2 つに集約されるが、筆者も含め、多くの研究者はチ
チメカ起源説を支持している。先スペイン期から西シエラ・マドレ山脈内に暮らす住民も存在
していたであろうが、非常に山深く、食糧資源が乏しい過酷な環境から考えて、今日のウィ
チョールの祖先になり得るほどの大規模な集団が暮らしていたとは考え難い。現在も聖地ウィ
リクタへのペヨーテ巡礼を実施する点、その聖地へ至るまでの地理、すなわち西シエラ・マド
レ山脈の東方の地理に明るい点、狩猟生活時代の主要な獲物であったであろう鹿を神聖視する
点14）、これらは、ウィチョールの祖先が砂漠地帯で暮らす狩猟採集民であったことを示唆する
ものであろう。ナヤリ山地で農耕生活を営むウィチョールの祖先は、かつてメキシコ北部を流
浪する狩猟採集民チチメカであり、なんらかの原因、それが強大なトルテカやアステカ
（Aztea）など他の先住民部族であったのか、あるいはスペイン人征服者であったのかは不明
であるが、外部からの圧力を逃れて山地へ移動し、狩猟採集から農耕へと生業を変えることを
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選択した。その結果として、先住民共同体におけるウィチョールの自給自足生活は、狩猟採集
民的な生活様式と農耕民的な生活様式を折衷することで築き上げられた。
4 ．ウィチョールによる民芸品販売形態の特質
　しかし、彼らの自給自足生活は終焉を迎えつつある。その社会の変化に対応すべく、出稼ぎ
に従事する者、あるいは民芸品の製作販売に従事する者が増加した。続いて、ウィチョールが
携わる民芸品販売と生活様式の関係について考察を進めたい。
　メキシコ国内16カ所の観光地や市町村で調査した結果15）、ウィチョールの民芸品は主に次の
6 つの販売形態にて販売されていることが確認できた。 1 ）博物館や美術館の売店、 2 ）ウィ
チョール民芸品専門店、 3 ）リゾート観光地に見られるギャラリー風民芸品店、 4 ）メキシコ
各地の土産物を販売する総合民芸品店、 5 ）メキシコ各地の土産物を販売する民芸品市場内の
店舗ブース、 6 ）都市部や観光地の広場などに見られる屋台。表 1 は16ヵ所の調査地とウィ
チョール民芸品の販売形態、および調査を実施した年月などの一覧表である16）。
　これら 6 つの販売形態のうち、 1 ～ 4 はウィチョール自身が直接販売に携わるものではない。
博物館などの売店で販売されるウィチョールの民芸品は、多くの場合、高い技術を持つ特定の
ウィチョールに制作を依頼して確保したものである。例えば、メキシコシティのポピュラー
アート美術館（Museo de Arte Popular）の場合、シウダデラ民芸品センター（Centro de 
Artesanías La Ciudadela）で民芸品販売ブースを出店するウィチョールに制作を依頼し、「作
品」を買い取る形で展示物や売店での販売品を確保している。同様に、ウィチョール民芸品専
門店やビーチリゾート型の観光地で多く見られるギャラリー風の民芸品店もウィチョールが経
営する店舗ではない。メキシコ各地の土産物を販売する総合民芸品店もウィチョールが経営に
携わるものではなく、メキシコの土産物のひとつとしてウィチョール民芸品が販売されている
が、その質と量はかなり貧弱である。
　ウィチョール自身が販売に携わるのは、民芸品市場内の店舗ブースと都市部や観光地の広場
や街路にみられる屋台である。メキシコシティのシウダデラ民芸品センターでは、ウィチョー
ル経営の販売ブースが 3 ヵ所確認できた（2014年 8 月）。さらに同市場内の通路にある 3 つほ
どの屋台でもウィチョールが民芸品を売っている。主にサンタ・カタリナ出身者が働くこれら
のブースや屋台は、同郷者同士が共同出資して営業しているわけではなく、それぞれ別の人物
がオーナーである。同共同体在住のシャーマンがオーナーのブースでは、そのオーナーが民芸
品市場に来ることはほとんどなく、彼の家族や親族 8 人が販売員の仕事に従事している17）。同
店では、民芸品を売るだけではなく、民芸品製作販売に携わる他のウィチョールに対して、そ
の材料であるビーズの販売も行う18）。コヨアカン（Coyoacán）地区のメキシコ民芸品市場
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表 1 　ウィチョール民芸品の 販売場所と販売形態
市町村名 市町村の特徴・性格 ウィチョール民芸品等の販売形態（括弧内は店舗や博物館の名称、立地など） 調査年月
メキシコシティ（Ciudad de México）
首都
観光地
博 物 館・ 美 術 館 売 店（Museo Nacional de Antropología、Museo de Arte 
Popular、Museo Franz Mayer、Palacio de Bellas Artes、Museo Nacional 
de Culturas Populares、Palacio de Iturbide）
ウィチョール民芸品専門店（Yawi）
民芸品市場（Centro de Artesanías La Ciudadela、Bazar Artesanal Mexicano）
屋台（Zócalo 脇、Museo Nacional de Antropología 前、Centro de Artesanías 
La Ciudadela 前）
総合民芸品店（FONART: Fondo Nacional para el Fomento de las Artesanías）
高級ブティック（Pineda Covalin）
2005年 9 月　2006年 9 月
2007年 3 月　2008年 3 月
2009年 9 月　2011年 8 月
2012年 2 月　2012年 8 月
2013年 2 月　2014年 8 月
2016年 2 月
グアダラハラ（Guadalajara）
サポパン（Zapopan）
ハリスコ州の州都
観光地（史跡など）
サポパンはグアダラハラの衛星都市
博物館・美術館売店（Museo Etnográfico Wixárika）
屋台（Plaza Tapatía 内、Parque Agua Azul 内、Nuestra Señora del Carmen
教会前、Zapopan 大聖堂前、16 de Septiembre 通り）
総合民芸品店（La Casa de las Artesanías de Jalisco、Guadalajara es México）
2005年 9 月　2006年 8 月
2008年 3 月　2009年 9 月
2013年 2 月　2014年 8 月
プエルト・バジャルタ（Puerto Vallarta） 観光地（ビーチリゾート）
ギャラリー風民芸品店（Huichol Collection Gallery、Gallery Huichol Indian 
Art Niuweme）
ウィチョール民芸品専門店（Artesanías Kalihuey、Arte Huichol de Colores、
Peyote People、Artesanías Flores）
屋台（Plaza Caracol にて 3 月のみ出店）
2011年 8 月　2016年 2 月
カンクン（Cancún） 観光地（ビーチリゾート・史跡） ギャラリー風民芸品店（Ambarte、Nierika） 2012年 2 月
アカプルコ（Acapulco） 観光地（ビーチリゾート） サーフィン専門店（Squalo） 2012年 8 月
プエルト・エスコンディド（Puerto Escondido） 観光地（ビーチリゾート）
サーフィン専門店（Squalo）
ギャラリー風民芸品店（Arte del Mar）
2012年 8 月
イスタパ - シワタネホ（Ixtapa-Zihuatanejo） 観光地（ビーチリゾート） ギャラリー風民芸品店（Plaza Tulares） 2012年 8 月
テピック（Tepic） ナヤリ州の州都
博物館・美術館売店（Museo Regional de Nayarit、Casa de los Cuatro Pueblos）
屋台（ウィチョール集住地 Zitacua の常設屋台）
2005年 9 月　2016年 2 月
サン・ブラス（San Blas）
漁村
ウィチョールの聖地
ウィチョール民芸品専門店（Arte Mágico Huichol）
屋台（Plaza Principal 内）
2005年 9 月　2014年 8 月
メスキティック（Mezquitic） ウィチョール共同体に近接する山村 博物館・美術館売店（Museo Cultura Wixarika） 2016年 2 月
レアル・デ・カトルセ（Real de Catorce）
観光地（史跡）
ウィチョールの聖地
総合民芸品店（El Cactus、La Bonanza de Catorce）
屋台（村内の通り沿い）
2007年 3 月　2013年 2 月
サカテカス （Zacatecas）
サカテカス州の州都
観光地（史跡）
博物館・美術館売店（Museo Zacatecano）
総合民芸品店（Mercado González Ortega 内、Casa de Artesanías de Zacatecas）
屋台（市街の通り沿い）
2006年 9 月　2013年 2 月
2016年 2 月
クエルナバカ （Cuernavaca）
モレロス州の州都
観光地（史跡）
民芸品市場（Plaza de Artesanías）
総合民芸品店（La Zorra）
2012年 8 月
タスコ（Taxco） 観光地（史跡）
博物館・美術館売店（Centro Cultural Taxco Casa Borda）
総合民芸品店（Famma）
2012年 8 月
オアハカ（Oaxaca）
オアハカ州の州都
観光地（史跡・民族文化）
ギャラリー風民芸品店（Amate Books） 2012年 8 月
トゥクスパン・デ・ボラーニョス（Tuxpan de Bolaños） ウィチョール共同体の首村 日用雑貨品店
2006年 9 月　2008年 3 月
2009年 9 月　2013年 2 月
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表 1 　ウィチョール民芸品の 販売場所と販売形態
市町村名 市町村の特徴・性格 ウィチョール民芸品等の販売形態（括弧内は店舗や博物館の名称、立地など） 調査年月
メキシコシティ（Ciudad de México）
首都
観光地
博 物 館・ 美 術 館 売 店（Museo Nacional de Antropología、Museo de Arte 
Popular、Museo Franz Mayer、Palacio de Bellas Artes、Museo Nacional 
de Culturas Populares、Palacio de Iturbide）
ウィチョール民芸品専門店（Yawi）
民芸品市場（Centro de Artesanías La Ciudadela、Bazar Artesanal Mexicano）
屋台（Zócalo 脇、Museo Nacional de Antropología 前、Centro de Artesanías 
La Ciudadela 前）
総合民芸品店（FONART: Fondo Nacional para el Fomento de las Artesanías）
高級ブティック（Pineda Covalin）
2005年 9 月　2006年 9 月
2007年 3 月　2008年 3 月
2009年 9 月　2011年 8 月
2012年 2 月　2012年 8 月
2013年 2 月　2014年 8 月
2016年 2 月
グアダラハラ（Guadalajara）
サポパン（Zapopan）
ハリスコ州の州都
観光地（史跡など）
サポパンはグアダラハラの衛星都市
博物館・美術館売店（Museo Etnográfico Wixárika）
屋台（Plaza Tapatía 内、Parque Agua Azul 内、Nuestra Señora del Carmen
教会前、Zapopan 大聖堂前、16 de Septiembre 通り）
総合民芸品店（La Casa de las Artesanías de Jalisco、Guadalajara es México）
2005年 9 月　2006年 8 月
2008年 3 月　2009年 9 月
2013年 2 月　2014年 8 月
プエルト・バジャルタ（Puerto Vallarta） 観光地（ビーチリゾート）
ギャラリー風民芸品店（Huichol Collection Gallery、Gallery Huichol Indian 
Art Niuweme）
ウィチョール民芸品専門店（Artesanías Kalihuey、Arte Huichol de Colores、
Peyote People、Artesanías Flores）
屋台（Plaza Caracol にて 3 月のみ出店）
2011年 8 月　2016年 2 月
カンクン（Cancún） 観光地（ビーチリゾート・史跡） ギャラリー風民芸品店（Ambarte、Nierika） 2012年 2 月
アカプルコ（Acapulco） 観光地（ビーチリゾート） サーフィン専門店（Squalo） 2012年 8 月
プエルト・エスコンディド（Puerto Escondido） 観光地（ビーチリゾート）
サーフィン専門店（Squalo）
ギャラリー風民芸品店（Arte del Mar）
2012年 8 月
イスタパ - シワタネホ（Ixtapa-Zihuatanejo） 観光地（ビーチリゾート） ギャラリー風民芸品店（Plaza Tulares） 2012年 8 月
テピック（Tepic） ナヤリ州の州都
博物館・美術館売店（Museo Regional de Nayarit、Casa de los Cuatro Pueblos）
屋台（ウィチョール集住地 Zitacua の常設屋台）
2005年 9 月　2016年 2 月
サン・ブラス（San Blas）
漁村
ウィチョールの聖地
ウィチョール民芸品専門店（Arte Mágico Huichol）
屋台（Plaza Principal 内）
2005年 9 月　2014年 8 月
メスキティック（Mezquitic） ウィチョール共同体に近接する山村 博物館・美術館売店（Museo Cultura Wixarika） 2016年 2 月
レアル・デ・カトルセ（Real de Catorce）
観光地（史跡）
ウィチョールの聖地
総合民芸品店（El Cactus、La Bonanza de Catorce）
屋台（村内の通り沿い）
2007年 3 月　2013年 2 月
サカテカス （Zacatecas）
サカテカス州の州都
観光地（史跡）
博物館・美術館売店（Museo Zacatecano）
総合民芸品店（Mercado González Ortega 内、Casa de Artesanías de Zacatecas）
屋台（市街の通り沿い）
2006年 9 月　2013年 2 月
2016年 2 月
クエルナバカ （Cuernavaca）
モレロス州の州都
観光地（史跡）
民芸品市場（Plaza de Artesanías）
総合民芸品店（La Zorra）
2012年 8 月
タスコ（Taxco） 観光地（史跡）
博物館・美術館売店（Centro Cultural Taxco Casa Borda）
総合民芸品店（Famma）
2012年 8 月
オアハカ（Oaxaca）
オアハカ州の州都
観光地（史跡・民族文化）
ギャラリー風民芸品店（Amate Books） 2012年 8 月
トゥクスパン・デ・ボラーニョス（Tuxpan de Bolaños） ウィチョール共同体の首村 日用雑貨品店
2006年 9 月　2008年 3 月
2009年 9 月　2013年 2 月
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（Bazar Artesanal Mexicano）でも 3 軒のウィチョール民芸品販売ブースが見られ（2013年 2
月）、そのすべてがサンタ・カタリナ出身者によるものであったが、やはり協働体制を確立し
ているわけではなく、それぞれ個別にブース経営を行っている。
　 6 番目に挙げたウィチョール民芸品の屋台は、首都やウィチョール居住地近郊の都市部、さ
らにはウィチョールと所縁のある観光地に存在する。これら屋台の出店は、政府当局等の許可
が必要となる場合が多い。かつて、メキシコシティの中央広場周辺には多くの屋台が出店して
いたが、2012年 5 月頃にそれが規制された。サン・セバスチャン出身でサカテカス在住のウィ
チョールは、週末のみ夜行バス（片道約 7 時間）でメキシコシティを訪問し、中央広場でビー
ズ細工の屋台を出していた。彼は出店許可を失うまでの 5 年間ほど、バス代の出費と長距離移
動を厭わずにメキシコシティでの民芸品販売を続けていた19）。
　民芸品の製作販売に携わるウィチョールの多くが「競争が激しい」と言う。グアダラハラで
ビーズ細工を売るウィチョールは、多くの観光客が集まるタパティア広場（Plaza Tapatía）
での出店許可を持たず、アグア・アスール公園（Parque Agua Azul）で週末に屋台を出店す
る。彼はライバルの動向を気にかけ、いつ誰がどこで屋台を出しているのか、常にその情報を
知りたがった20）。
　このように、ウィチョール自身が携わる民芸品の販売形態では、恒常的に安定した現金収入
を得ることは難しい21）。それにもかかわらず、連帯して協働体制を築く動きはみられず、彼ら
は家族や親族、個人単位で民芸品販売に臨もうとする22）。民芸品販売に携わるウィチョールに
とって、同郷者であっても、それは仲間・同僚ではなく、競争相手なのである。
　ナーマッド・シットン（Nahmad Sittón）は、1970年代以前におけるウィチョールが携わる
民芸品販売の劣悪な利益率を指摘し（154）、ペニャ（Peña）は、ウィチョール民芸品販売に
よる利益が、ウィチョール自身ではなく、主に仲介業者にもたらされている現状を指摘する
（73）。
　ウィチョールが直接販売する民芸品と、非ウィチョールが営む博物館の売店や民芸品店で販
売される「民芸品」には本質的な違いが存在する。前者は、ウィチョールの日常生活や儀礼空
間において自家消費される「道具」から誕生したものであるが、仲介業者の思惑が反映される
後者は、誕生の段階から利益を上げるための商品である23）。ウィチョールが販売する民芸品は、
かつての主流であった毛糸絵から、より小型で安価なビーズ細工へと移り変わった。その一番
の理由は、製作に高度な技術や手間暇がかからないことであるが、同時に販売形態による制約
も大きい。民芸品市場や屋台を訪問する客は、気軽に持ち帰ることのできる土産物を買うこと
を目的としており、芸術的価値の高い「アート」を求めているのではない。その一方、非ウィ
チョールの販売形態では、より多くの利益をあげるために「アート」を売る方向を目指す。
　「家内工業的」な手法を好むウィチョールの特質と観光客の嗜好により、ウィチョールは手
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軽な小型ビーズ細工の量産に傾倒し、薄利多売の路線を歩んできた。だが「多売」は実現して
いない。むしろ、比較的簡単に作ることができる民芸品であるため、ウィチョール以外の人び
とが「文化の剽窃」を犯してビーズ細工の製作販売に参入する事態を招いた（橋本 1999:180）。
民芸品販売に携わるウィチョールは、同族のライバルに加えて、非ウィチョールの民芸品販売
者をも商売敵とせざるを得ない状況に直面しているのである。
　ウィチョールの売り子たちは、民族衣装を着て「ウィチョールらしさ」をアピールしている
が、彼らが手掛ける民芸品自体は、皮肉にもウィチョールの独自性を薄める方向へと「進化」
してきた。ウィチョールは、彼らの独自性や文化を充分にアピールできておらず、収入増を望
めない状況に陥っている。また、既に確認したように、ウィチョールが民芸品の製作販売に新
規参入することは難しく、民芸品市場や屋台での販売規模が急拡大することは起こりそうにな
い。さらに、組織的に商売に取り組もうとしない彼らが、先の 1 ～ 4 の販売形態へと進出する
ことは、より一層困難なことであろう。
5 . 結論―ウィチョールの生活様式と民芸品販売の関係
　ウィチョールの人びとが民芸品販売にて直面する困難の原因として、彼らが長く自給自足生
活を営み、貨幣経済のみならず物々交換をも含めて、商取引の習慣を持っていなかった点を指
摘することができる。ウィチョール社会では、マリノフスキー（Malinowski）とデ・ラ・フ
エンテ（De la Fuente）がサポテカ（zapoteca）社会で検証したような地域内あるいは地域間
での重層的な売買・交換・交易のシステムはおろか（マリノフスキーほか）、メキシコ先住民
社会で往々にして見られる露店・屋台、すなわちティアンギス（tianguis）自体が存在しな
かった（Nahmad Sittón 156）。
　ウィチョール社会において商取引が軽んじられた理由は、彼らが狩猟採集民的な特質を有し
続けてきたことに由来し、その特質の根本は「移動」にあると思われる。狩猟採集民が必然的
に実施する移動生活は、バンド（band）と呼ばれる血縁者同士を基本とした小さな集団での
生活様式をもたらし（梅棹 54; シェパード 144）、資源や財産の備蓄を許容せず（テスタール 
25-55）、その一方で人々に余暇と寛大で親切な性格をもたらし（シェパード 158）、一夫多妻
による社会を構成する（同 147）。狩猟採集民が備えるこれらの特質は、現在のウィチョール
社会にもすべて当てはまる。同族意識・同郷意識が希薄で、共同体での農耕のみならず民芸品
販売においても家族・親族単位で臨もうとする姿勢、余剰資源を重視してこなかったことに由
来する経済活動・商取引への無関心さ、他者に友好的で楽天的な性質24）、一夫多妻婚の許容25）、
これらはいずれもウィチョール社会を特徴づける特質や生活様式である。さらに、かつてこれ
らの特質を育んだ「移動」についても、雨期と乾期で小集落と首村を往来する生活様式、ある
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いは出稼ぎや民芸品販売における共同体から外部社会へ移動する生活様式に、その痕跡を認め
ることができる。狩猟採集生活から農耕生活への転換が、ウィチョール社会に与えた影響の大
きさは計り知れない。彼らは狩猟採集民的に農耕を行うことで、生業の転換を成し遂げた、さ
らに現在、同様のやり方で新たな生業、つまり現金収入を得る手段を模索している26）。
　しかし、貨幣経済に順応するための民芸品販売が、狩猟採集民的な特質により支配されてし
まうことは、ウィチョールの人びとにとって極めて不幸なことであろう。共同体内での自己完
結的な社会であれば、狩猟採集民的な農耕も充分に有効なものであった。だが、グローバル化
が進むウィチョール社会において、彼らが代々受け継いできた狩猟採集民的な特質は、より多
くの現金収入を得ることを阻害する。ウィチョール社会が新たな生業を獲得するためには、狩
猟採集民的な規範に基づく人々の特質や社会構造そのものを根本的に変革させる必要がある。
しかし、それは非常に困難なことであろう。
　ウィチョール社会はとりわけ不器用にグローバル化を進めているが、彼らの近代化への適応
策とその可能性を探り続けたいと考えている。ウィチョールに限らず、メキシコおよびその他
のラテンアメリカ諸国の先住民社会は急激な近代化に直面している。ウィチョールの「近代化
適応策」が、その成否にかかわらず、グローバル化に伴って先住民社会が直面する諸問題を解
決するための一事例となり得るものと信じている。
注
＊　本研究は、JSPS 科研費23652197の助成を受けたものです。
1 ） ウィチョールによる自称はウィシャリカ（wixarika あるいは wixárika、wixarica）やウィラリカ
（wirrarika）であるが、本稿では認知度がより高い「ウィチョール」を用いる。
2 ） ウィチョールの居住地は、サン・アンドレス・コアミアタ（San Andrés Cohamiata、Tateikie）（以下、
サ ン・ ア ン ド レ ス と 省 略 ）、 サ ン タ・ カ タ リ ナ・ ク エ ス コ マ テ ィ ト ラ ン（Santa Catarina 
Cuexcomatitlán、Tuapurie）（以下、サンタ・カタリナと省略）、サン・セバスチャン・テポナワスト
ラン（San Sebastián Teponahuastlán、Wautia）（以下、サン・セバスチャンと省略）、トゥクスパ
ン・デ・ボラーニョス（Tuxpan de Bolaños、Tutsipa）、グアダルーペ・オコタン（Guadalupe 
Ocotán、Xatsitsarie）の 5 つの先住民共同体に区分される（各括弧内はスペイン語表記とウィチョー
ル語での呼称）。これらの先住民共同体（comunidad indígena）は郡（municipio）の下位区分にあた
り、統治や宗教活動において、かなりの自治権を有する。各共同体には同名の首村が存在し、自治統
治の中心地として機能する。サン・アンドレスの首村がウィチョール村落の中では最大規模を誇る。
各共同体のウィチョール人口は、1994～1996年の統計資料として、サン・アンドレスが3,914人、サン
タ・カタリナが2,685人、サン・セバスチャンとトゥクスパン・デ・ボラーニョスが合わせて4,757人
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である（Barrera Rodríguez 220）。本稿では、先住民共同体ではなく、特にその首村について言及す
る際に「村」をつけて表記するものとする。
3 ） 呪物ニエリカについては（Fresán Jiménez 2002）を参照。毛糸絵自体もニエリカと呼ばれることが
ある。
4 ） 1961年にはハリスコ州サポパンの大聖堂に、カトリックの布教活動促進とウィチョール民芸品の紹
介・販売を目的としたウィチョール展示室（Exposición Huichola）が設立された。現在はウィシャリ
カ民族博物館（Museo Etnográfico Wixárika）として開館されている。
5 ） ラモン・メディナ・シルバは、米国の神話学者ピーター・T・ファスト（Peter T. Furst）と人類学
者バーバラ・G・マイヤーホフ（Barbara G. Myerhoff）の情報提供者として知られる。その人となり
は（Myerhoff 29-51）を参照。
6 ） ウィチョールの毛糸絵とビーズ細工の詳細は（山森 122-124）を参照。
7 ） 呪物ヒカラについては（Kindl 2003）を参照。
8 ） 1995～1996年におけるウィチョールの出稼ぎ者の総数は1,409人、その35.14％がサン・アンドレスから、
28.31％がサンタ・カタリナ、22.71％がサン・セバスチャン、13.84％がトゥクスパン・デ・ボラーニョ
スからの出稼ぎである（Barrera Rodríguez 228）。
9 ） ペヨーテ巡礼については（Myerhoff）を参照。ウィチョールの儀礼暦は（安元 1985:45-54）を参照。
10） ネグリン（Negrín）は、ウィチョール語がウト・アステカ語族に属する点から解説を試み、ウィ
チョールが西シエラ・マドレ山脈に移動した理由として10～12世紀に栄えたトルテカ（Tolteca）の
圧力から逃れるためであった可能性を指摘する（13）。ウィチョールの祖先は、ウト・アステカ語族
に属するウアウトゥアリ（huautuari）とツァプリタリ（tuapuritari）、タテイキタリ（tateiquitari）
であるとし、最初のグループがサン・セバスチャンとトゥクスパン・デ・ボラーニョスのウィチョー
ル、すなわち現在のウィチョール居住域の東部と南部の住民、 2 つめがサンタ・カタリナ、すなわち
北部と東部の住民、 3 つめがサン・アンドレスとグアダルーペ・オコタン、つまり西部の住民の祖先
であると指摘する。さらに、 4 つめとして、クレアツアリシ（cureatsarixi）、あるいはテクアル
（tecual）と呼ばれる祖先グループが存在した可能性も指摘する（同）。
11） メキシコ中央高原でテオティワカン（Teothihuacán）やその後のトルテカが栄えた時代、メキシコ北
部の砂漠地帯で暮らしていた狩猟採集民をチチメカと総称する。テオ・チチメカはその一派である。
チチメカについては（大井 197）および（Sahagún 598）を参照。
12） マイヤーホフは、ウィチョールの祖先は 9 ～10世紀にサン・ルイス・ポトシ州の砂漠地帯に到着し、
そこで、とうもろこし農耕民と接触を持ち、16世紀のスペイン人による征服後に西シエラ・マドレ山
脈へと移動したと説明する（52-59）。聖地ウィリクタ周辺はグァチチルの居住地であったとされる。
13） この神話伝承については、（Instituto Nacional Indigenista 9）および（Rajsbaum 85）を参照。なお、
聖地ハラマラはナヤリ州の漁村サン・ブラス（San Blas）にある。
14） ウィチョール社会における鹿の神聖視については、（レヴィ・ブリュル ; Lemaistre）を参照。
15） 本稿執筆にて活用した現地調査資料・情報は、2005年 9 月から2016年 2 月までに11回実施した現地調
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査によって収集した。なお、2011年から2014年の 5 回の現地調査は、科研費挑戦的萌芽研究「ウィ
チョール族文化の既製品化と先住民社会への利益還元に関する文化人類学的研究（平成23～26年・課
題番号23652197）」を受けて実施した。
16） 表 1 に挙げた各市町村でのウィチョール民芸品販売の実態は（山森 2015）を参照。
17） 2011年 8 月22日にインタビュー実施。
18） ウィチョールは、都市部の手芸品店パリシナ（Parisina）などで民芸品の材料のビーズを購入する。
彼らが用いるビーズは、チェコ共和国やイタリア北部ムラーノ（Murano）、アジアで製造されたもの
であるが、高品質を求める民芸品製作者は、中華人民共和国や台湾で作られたプラスチック製のビー
ズを採用しないことが報告されている（Neurath 2013:78, 417）。ちなみに、パリシナではビーズ50g
がおよそ 3 ペソ（2014年 8 月のレートで約24円）。シウダデラ民芸品センターの同ブースではかなり
量の多いビーズ一束を25ペソ（2014年 8 月のレートで約200円）で販売している。店番のウィチョー
ルによると「市内の手芸用品店で購入するより安い」とのことであった（2014年 8 月28日にインタ
ビュー実施）。
19） 2011年 9 月 3 日にインタビュー実施。筆者が2006年 9 月に同じルートの夜行バスを利用した際の記録
では、特等バスが568ペソ（2006年 9 月のレートで約6,300円）、 1 等バスが437ペソ（同、約4,900円）
であった。
20） 2005年 9 月 5 日および2013年 2 月19日にインタビュー実施。
21） グアダラハラでビーズ細工を売る先の男性も「なんとか食べるだけ」の収入を得るのが精一杯で、故
郷のサン・セバスチャンへ帰省する交通費を工面するのさえ難しいと語る（2013年 2 月19日にインタ
ビュー実施）。彼は同市郊外の低所得者層が暮らす地区で 1 ヶ月 600ペソ（2006年 8 月のレートで約
6,600円）の家賃での生活を試みたが、家賃を賄えず、すぐにウィチョール援助団体が提供する無料の
宿泊所に戻った。ちなみに、2008年 3 月の調査時、グアダラハラからトゥクスパン・デ・ボラーニョ
ス村（サン・セバスチャンに隣接する共同体の首村）までのバス代は、片道およそ300ペソ（同調査
時のレートで約2,800円）。
22） ナヤリ州の州都テピック郊外の低所得者層が暮らす地区に、およそ300名のウィチョールが集住する。
シタクア（Zitacua）と呼ばれる同地区の広場には巨大なウィチョール像が立ち、ウィチョールが営
む数軒の民芸品屋台と食堂がある。都市部におけるウィチョールの集住はもとより、彼らによる共同
での観光客誘致は前例が見られない。ただし、同地区の住民は「ほとんど観光客は来ない」と言う
（2016年 2 月17日にインタビュー実施）。現在、十分な収益を上げているとは言えないが、同地区の今
後の展開には注目する必要がある。
23） トゥロク（Turok）は、メキシコの民芸品における自家消費経済と市場経済、ポピュラーアートと民
芸品の成り立ちの違いについての相関図を提示する（141）。井上は、「観光客が期待する“エキゾチッ
ク（またはプリミティブ）さ”をあらわした商品は、観光客が期待するステレオタイプなイメージを
基礎にしながらも、常に自文化との距離を保ち、自己の根幹に抵触しないよう折り合いをつけながら
つくり出され、売られているものであると考えられる」と指摘する（178）。橋本は観光客が品物を買
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う際に、その品物に付与される関係者による「ものがたり」の重要性を指摘する（2011: 4）。
24） 彼らの楽天的な性質に焦点を当てた著作として（Dutton）がある。
25） 現在、ウィチョール社会での一夫多妻の事例は極めて少なくなった。彼らの一夫多妻婚についは（安
元 1989）を参照。
26） 2015年12月13日、SECILA 西日本部会（関西学院大学大阪梅田キャンパス）にて、民芸品販売がウィ
チョールの生業となる可能性についての発表を実施した。その質疑応答にて、黒田悦子氏よりウィ
チョールの狩猟採集民としての特質に注目すべきとの指摘を受けた。
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